






今年の 4 月に 1 年生が91人入学してきました。この 1 年生
を迎えて，恒例となっているフレッシュマンキャンプが， 4
月16日，17日の 1 泊 2 日の日程で，伊勢原セミナーハウスに
て開催されました。実行委員会のメンバーである 2 ～ 4 年生
の主導のもと，新入生同士，あるいは教員との交流を深める
機会となりました。大学院では修士課程 1 年生が15人入学







授は長期在外研究員として 4 月から 1 年間の予定でアメリカ
に留学されています。
平成26年の 9 月に学部長になられた山上精次教授は，平成




























年度，文学研究科心理学専攻の修士課程 1 年次には15名， 2
年次には 9 名が在籍し，博士課程 1 年次には 3 名， 4 年次に



































本年の研究室の構成は，学部生のみで， 3 年次生 6 名， 4 年
次生 6 名の12名で，卒業論文，プレ卒論の作成に，真摯に取
り組んできました。
今年のゼミ合宿は， 9 月13日～15日（ 2 泊 3 日），伊東温
泉「山喜旅館」において実施しました。参加者は，学部学生














ています。平成28年度の人員構成は，教員 1 名，大学院生 6
名（修士 1 年： 3 名，修士 2 年： 1 名，博士 1 年 2 名），学














The 46th annual Congress of the European Association for 
Behavioural and Cognitive Therapies をはじめとする国際会
議で発表しました。金子さんと土谷さんも The 31st Inter-
national Congress of Psychology にて，初めての国際会議発
表を経験しました。また，坂本さんと杣取さんが日本学術振
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学書院　pp197-198．（2016/ 9 / 1 ）
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28年 3 月に 5 名の卒業生， 1 名の修士修了生を輩出し，今














大学院博士 1 名，修士 2 年 1 名修士 1 年 2 名，学部 4 年 7 名


















間科学論集．6, 1 -7. 
Yoko, O., Keita, A., Ami, S., & Ashok, J.（2016）Valida-
tion in Japanese of the Jansari assessment of Executive 












この 1 年間では，学部 4 年の池田孝恒さんが第 5 回スポー
ツデータ解析コンペティションに参加し，発表審査会におい
て「マルチレベルを用いた打率予測モデルの構築」と題した




機統計学会，Society for Mathematical Psychology の各学会
大会において大学院生が研究発表を行いました。修士 1 年北















Okada, K. & Hoshino, T. （2016）. Researchers’ choice of 
the number and range of levels in experiments affects the 
resultant variance-accounted-for effect size. Psychonomic 
Bulletin & Review. Online early view. doi: 10.3758/s13423-
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Okada, K., Lee, M. D, and Vandekerckhove, J. （2016）. 
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Editorial Board （Associate Editor）, Behaviormetrika
Editorial Board, Japanese Psychological Research












成28年度の人員構成は，教員 1 名，客員研究員 1 名，博士研











今年度も， 2 週間と短い間ですが， 7 月にノルウェーのオ
スロ大学から Bruno Laeng 教授を客員研究員として迎える
ことができました。また，同じく 7 月にはオーストラリアの
















Ishikawa, K. & Okubo, M. （2016）. Overestimation of the 
subjective experience of time in social anxiety: Effects of fa-
cial expression, gaze direction and time course. Frontiers in 






科学論集：心理学篇 , 6, 25-30. 　　
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Osada, H., Yamaomto, S., & Ueno, R. （2016）. Usability of 
the Japanese version of callous-unemotional traits as a 
screening tool for children with neurodevelopmental disor-
der. Fifth International Conference on Families and Chil-































Takahashi, A., Nishiyama, K., Ohkita, M., & Sawa, K. （in 
press）. Failure to find reinforcement effect of neck patting 


















9 ，沖縄産業支援センター，2016年 5 月．
Nishiyama, K., Ohkita, M., Samejima, K., Sawa, K. Interac-
tion between human voice and horse gait transitions in 
longeing training. Poster presented at 12th International 
Society for Equiation Science Conference, Saumur, France, 
June 2016.
Takahashi, Y., Ohkita, M., & Sawa, K. Conformity and 
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terpersonal space. Poster presented at the 31th Internation-
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Ohkita, M., Nagasawa, M., Mogi, K., & Kikusui T. The 
positive reinforcement of owner’s gaze to dogs. Poster pre-
sented at 76th Annual meeting of the Japanese Society for 
Animal Psychology, Hokkaido University Conference Hall, 

















































は，Social Psychology Bulletin of Shimotomai Laboratory, 






















研究室年報 Annals of Yamagami Laboratory Vol.6 を刊行し














山上精次（2016）．心理測定から基礎実験 2 へ（ 3 ）An-



















Koichi Oda, Madoka Ohnishi, Terumi Otsukuni, Aoi 
Takahashi, Michiko Sugiyama, Seiji Yamagami（2016）. Ef-
fects of length of reading materials on key parameters of 








28年度の構成メンバーは，大学院 1 年生 2 名， 2 年生 1












































































































































































































八木あかね　キャラクター属性 “ ヤンデレ ” に関する多面
的研究
大瀧　夢乃　場面緘黙の治療と支援　～個別事例研究20事
例を参考にして～
出口愛結実　自閉症スペクトラム傾向を示す大学生のいじ
められた体験とその後の影響
上田　直人　サイコパシー傾向者の罰行動に伴うコストに
対する飲酒の習慣の影響について
佐々木　愛　評価の文脈によってセルフ・ハンディキャッ
ピング方略は異なるか？
福岡　明寛　協力行動の程度が対人場面での信頼関係に及
ぼす影響
下田　　匠　ソーシャルサポートが与える抑うつへの影響　
― 5 つのサポート源別の検討―
Ⅳ．優秀卒業論文　
HP25-0033J　堀江　　隆汰（指導教員：山上精次）
HP25-0059A　青山　　彩乃（指導教員：下斗米淳）
HP25-0063H　久万　歩奈美（指導教員：山上精次）
Ⅴ．修士論文題目　
ML15-7001H　小野　茜　大学生における精神病様経験の
コミュニティアセスメント日本語版（J-CAPE42）の有用性
および早期精神病性症状のスクリーニングに関する調査（長
田・大久保）
ML15-7002F　長井　拓実　日常の活動性とネガティブな
気分・感情が反すうに与える影響について―EMA とアクチ
グラフを用いての検討―（高田・澤）
ML15-7003D　風間　大輝　共犯による非行において同調
行動が規範意識，犯罪遂行性に与える影響の検討（村松・大
久保）
ML15-7004B　伊藤　夏野　大学生を対象とした抑うつと
情動に関する検討―主観的報告と客観的評価の違いの観点か
ら―（岡村・澤）
ML15-7005A　田中　利夫　拡散モデルを用いた視線手が
かり課題における情報処理過程のモデリング（岡田・大久
保）
ML15-7006J　工藤　未来　青年期の対人関係のあり方を
規定する諸要因の探索―過敏型自己愛，誇大型自己愛および
両親との関係性におけるプロセスモデルの検討―（吉田・下
斗米）
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ML15-7007G　前山　愛実　日本の大学生における自閉ス
ペクトラム症を有する人への知識が態度に及ぼす影響の検討
（長田・山上）
ML15-7009C　小田島　裕佳　　社交不安傾向と空間周波
数の低い表情画像に対する回避との関連（国里・下斗米）
Ⅵ．修士論文研究優秀ポスター発表
最優秀賞
ML15-7005A　田中　利夫（主指導：岡田謙介，副指導：
大久保街亜）
優秀賞
ML15-7009C　小田島裕佳（主指導：国里愛彦，副指導：
下斗米淳）
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